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���　単項式である。

　�DE ��D�E �より，�DE�の次数は　�

���　多項式である。

　�D�の次数は��， �E �の次数は���であるから，�D� �E �の次数は　�
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　両辺を入れかえると　�SU @
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P，Q �を整数とすると，��つの奇数は

　　　　　　�P��，　�Q��

と表される。このとき，これらの差は

　��P �� ���Q ��  �P����Q��

　　　　　　　　　� ��P �Q

P�Q �は整数だから，��P �Q �は偶数である。

よって，��つの奇数の差は偶数である。

式の計算⑧（解答と解説）
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